
    

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

201８.5.8 

田上中学校 保健室 

No.3  

ゴールデンウィークが終わってみなさんに会えるのを楽しみに学校に

やってきたら残念なことにインフルエンザもやってきたようです。ここ

でもう一度インフルエンザの予防法などをおさらいしましょう。 

かぜはいろいろな、ウイルスの感染に

よって起こる上気道炎の総称です。の

どの痛み、鼻汁、せき、くしゃみなど

の症状が中心で、一般的に軽度です。

発熱もインフルエンザほど高くあり

ません。 

インフルエンザは、この絵のような症

状があります。この症状は２～３日

（長いと５日）くらい続きます。罹っ

たことがある人はわかると思います

が、体の痛みやだるさが、かぜとは比

べ物にならないくらい辛いです。 

予防策 

感染症予防の３原則は①感染源の除去②感染経路の遮断③抵抗力を高めるです。 

どのようなことをしたらよいか紹介します。 

 

インフルエンザと診断されたら出席停止です。ま

た、具合が悪いなと思ったらすぐに受診をしてくだ

さい。具合が悪いと、他の人にうつしたり、逆にう

つされたりしてしまいます。無理な登校はしないよ

うにお願いします。 



 
体の中に病原体を入れないようにしましょう。

手洗い、うがい、マスクをしていますか。また、

していても正しい方法で行っているか確認して

みましょう。 

教室の環境も整えて 

窓を閉め切っていると細菌が増えます。細菌が増えた教室にいると感染する確率が高くなります。

休憩時間に３分間窓を開けましょう。また、空気が乾燥していると気道粘膜の防御機能が低下し

感染しやすくなります。乾燥にも気をつけましょう。（マスクは咳で細菌が飛ばないように、飛ん

できた細菌が体に入らないようにするだけでなく、喉の乾燥を防ぐ役割もあります。） 

体内に侵入した病原菌とたたかう力をつけましょ

う。そのためには、普段からの規則正しい生活が大

切です。体が弱っていると病原体とたたかう力がな

くすぐに罹患してしまいます。 


